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ララソ区 (Mukim PadangLalang)の 1区域である｡ しか し, パダンララソ区周辺の中心地
であ り,中国人商店の密集 した地域である｡ したがって,社会的には, 1個の独立 した単位を
構成 しているかのようにも見える｡ 事実,中国人 とマレー人は, 言語,宗教,慣習その他すべ
ての両で,全 く対照的な相違を示 してい るので, 両者の文化的,社会的境界は明白であ り,
また,同じ集落内に一部
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バ ソロタン (KubangRotan)を, 中国語で甘光牡丹 (KanKuangMuTan)と表記してあ
るのを発見して,甘光適の甘光は,Kubangすなわち,泥地,水ため,水牛の水あび場の意味




多 くマレー人と小作契約をして働いていた当時に使用 していた甘光 ･過という地名を, その
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福建語には数種 の方言が ある｡ 某国慶氏の
『関南方言与十五音』によると福建語は,大別























の中国人の大部分は,福建省南部の安漢,南安,岡安の3県の出身者であ り, これ らの県は,
いずれも虞門語系区域に属する｡そ して,上記 4語系の中,塵門語 と福州語は, あたかも相互





その機会に各地を遊覧 して,省都福川を訪れたときには,同じ福建省内であ りながら, 磨門語
では全 く意思の疏通ができず, 福建人にとっては外国語にも相当する北方系標準語 を使 用し
て, ようや く用件を達 し得たとし､うことである｡
中国人相互間に横たわる, こうした,主 として,言語の障壁などの理由によって, 東南アジ
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表 3は,戸主のみについて,その生地,ならびに, 中国出身地の人数を示 したものである｡
一般に海外在住中国人 (華僑)の分類には,出身地や方言が基準とされることが多 く, 普通,
4)
(1)広府封 (Kwong-fugroup),(2)潮 州岩(Teochiugroup),(3)客家封 (Hakka,Khehgroup),
(4)福建討 (Hokkiengroup),(5)海南尉 (Hainanese,Hailamgroup)の5者に分類することが多
5)
いようである (図 2参照)｡ アロールジャングスにも, 極めて少数のものもあるが, この5着
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とは文化的,社会的にも全 く異なった生活をしてお り, 中国人 としての民族意識も甚だ強いも
のがある｡ しか し,自分達もマレーシアの公民であ り,マレー人 と全 く同様に, 公民 としての
権利を享受すべきものであるとの考えは,巨二だ強烈であ り,最近, 政府によって行なわれてい
る一連のマレ-化政策,例えば,公務員の採J乱 新規企業の許可, 政府補助などにおけるマレ
ー人優先に対 しては,異口同音に不平,憤感を訴える｡ 彼等は一面において, 中国人 としての
強い民族意識をもつ と同時に, マレ-シア公民 としての強い権利意識 ももっているのである｡
中国生れの老すべてにつし､て,その人口を年令 ･性別に示す と,表 4のようになる｡ 中国生れ
の中国人は,ほとん ど,5O才代から70才代の間に分布 してお り, それ以下にも散見せ られる｡
50才代から70才代の中国生れ中国人には,1910年前後一宿末, 民国初期のころに,中国,主 と
して,屋門港か ら出港 して,シソガポ-ル,ペナン,アロ-ルスターなどを経て, 先に述べた
クバンシアム,あるいは, アロールジャングスに来村 したものが多い｡ それ以下の1里亡になれ
ば,第 2次世界大戦の終るのを待って,父の業を継 ぐために, あるいは父と交替するために来
村 し,女子にあっては, 妻子を残 して出稼ぎに来ていた主人に迎えられて釆村 したような事例
が多い｡ 調査の示す ところでは,1949年の共 産革命以後 の来航者は, 2名を数えるのみであ
ー 79二一






ても, さきに述べた クバ ンシ ア
ム,ないしは,アロールジャング







表4 A.∫.中国人年令 ･性 別 にみた中国生れ人口




























一人の村落をまわ り,いずれも勤倹貯蓄 して,後 日のために基礎を作ったものである｡ 中国人
が , 最初に クバ ンシアム,あるいは, アロールジャングスに釆村 した正確な年次は, 初期釆村
者の子孫に質問 しても,明確な回答は得 られなかったが, 表 5による釆村順第 8位の世帯番号
(26)は,現在生存 している者では, 釆村が最 も早いものであ り,彼は60年前に来村 した とい
う｡ また,同表,来村順第12位の世帯番号 (4),戸主の父は,現在在世 してい る もの の中で
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(釆村順2に同じ)














家が舘しく,単身ボルネオI-- LJ)どこであるかを本人は記憶 Lていない- に出国L, ここで
約 1カ年居住 して,金細工 (打金)を習得 した｡ ついで,シ ンガポール,ペ ナ ンなどにおい
て,金細工の職人をし,今から,60午前,アロールジャンブスに来村 したO 当初は,資力がな
いので,店舗を開 くこともできず,マレー人の村落をまわって金細工の注文をとり, 自分の家
で作製 して,代償を受取 り,刻苦耐労,倹約節省 して資力を貯え, その間に,土地,家屋を購
入して,1930年ごろには,集落でも屈指の財産家,有力者になった｡ このことは,1929年に創
設せ られたアロールジャングスの中国人小学校 (写真 5参照)の数名の募金功労者に, 彼が名
をつ らねていることによってもうかがえる｡ 彼には, 正夫人 と第 2夫人 とがあ り, ともに同店
写真5 集落の中央部に中国人小学校がある｡正式には,文聾学校国民




































































中学を卒業 し,1947年, 日本軍敗戦後の中国国民党統治時代に, アロールジャングスで雑貨店




ある｡ 彼の父は,妻子を故郷において,単身屋門を脱出したもので, その後,現地妻を繁 り,
5人の子女をもうけたが,第 2次世界大戦後帰国する際には, 現地妻及び子女を全員故郷に連
れて帰 り,現在では,屋門には父と第2夫人とその家族,出身地の安渓県には, 正夫人と世帯
番号 (14)の実弟がいるo正夫人は,かつてマラヤに釆たことはな く, 父は生活上の必要か ら
第 2夫人を要るに至ったもので,この間の事情は,家族は全員理解 している｡ 現在,父が主と
して,度門において,第 2夫人と同居しているのは, 第 2夫人の子女が幼いとい う理由のみに
ょるものである｡ 彼の言によると,父は円満な人格者で, 正夫人と第 2夫人を平等に待遇 し,
家中は至ってなごやかであり, 彼も第 2夫人のことを, 母 (嬢描), 同じくその子女を弟妹と
呼んでいる｡ 実母は,彼の弟が面倒を見てお り,食べて,着て, 生活 して行ける (有吃有穿)
ので,アロ-ルジャングスから送金する必要もない ｡ ただ,父母とも老令であり, ｢いざとい
う時｣,電報で2,3日, 更に出国手続に約1カ月もかか り, 間に合わないため, 1965年3月
から5月まで,帰国して父母に会って来た｡ 彼は, ｢父母在,不遠千里釆相会｣ といって,父
母に会 うために,遠路帰国して,孝養を尽したことを誇らしく語ってくれた｡ 彼の帰国感想談
は後述する｡
3 経 済 構 造
アロ-ルジャソグス周辺に居住 しているマレ-人のほとんどが, 稲作のみを事とする農民で
あるのに対 し,アロ-ルジャングス居住の中国人は, 表 6,生計担当者の職業が示すように,
雑貨店店主をはじめとする小売店店主,精米所経営者, その他,店員,労働者,行商人などが
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表6 A.∫.中国人生計担当者の職業
職 業 数
雑 貨 店 店 主 13
金 舗 店 主 4
精 米 所 経 営 者 3








に わ と り 行 商 人
生 果 店 店 主 1 ! 大 工
材 木 店 店 主 1
自 転 車 店 店 主 2
コ ー ヒ ー 店 店 主 4
仕 立 屋 店 主 1
理 髪 店 店 主 1
阿 片 の 店 店 主 2
ト ラ ッ ク運送 業 ( 運 転 手) 2
雑 貨 店 店 員 3
材 木 店 書 記 1
コ - ヒ 一 店 店 員 2
精 米 所 労 働 者 10
精 米 所 エ ソ ジ ニ ア 1
精 米 所 ト ラ ッ ク 助 手 1
農 業 ( 自 作)
























表 7 A･J･中 国 人 個 人 別 職 業
職 業 男 女 職
雑 貨 店 店 主
金 舗 店 主
薬 屋 店 主
生 果 店 店 主
材 木 店 店 主
自 転 車 店 店 主
トラック運送業(運転手)
コ - ヒ - 店 店 主
仕 立 崖 店 主
理 髪 店 店 主
洗 濯 屋 店 主






木 店 店 員
転 串 店 店 員
コ ー ヒ ー 店 店 員
仕 立 昆 店 員
中 学 校 教 員 1
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レ-人農家へ籾取 り (量 殻 , もみはか り)に行 く｡ 雑貨店-の支払いのために, マレ-人農民
が籾を売却 して,現金を持参するのでもなければ, 籾を自分で量って持参するのでもない｡例
外なく,雑貨店の店主がマレ-人の農家-出向いて, ｢持参｣の桝で, ｢自分｣が量るのであ
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表9 A.∫.中国人の集落外-の通勤者
世帯番号 1 年 令 通 勤 先 】 職
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精 米 所 ト ラ ッ ク 助 手
コ ー ヒ ー 店 店 主
精 米 所 ト ラ ッ ク運 転 手
精 米 所 ト ラ ッ ク 助 手
精 米 所 雑 工























貸借当事者が公的な契約を取交わす (立合同)ものであり, 1カ年 1ルロン当 り, M$100程



































































精 米 所 経 営 者
雑 貨 店 店 主
金 舗 店 主
そ の 他 の 店 主
トラ ック運 送 業 運 転 手
農 業
店 員
精 米 所 労 働 者
精 米 所 トラ ッ ク助 手






































で, 1カ月実働20日程度で,月収 M $150-170であり,収穫期になると, 臨時収入をふ くめ
て,M $400前後の収入があるとい う｡ そして,農業従事者が,自作, 小作を通 じて,いずれ










姻戚の継続的,あるいは,臨時的な相互協力に加 えて, 当該家族の克己心, 勤倹などによっ
て,極端な困窮者は少ないように見受けられた｡
表11,宅地 ･家屋の所有状況は,宅地 ･家屋の所有者,ならびに, 借用者を世帯番号別に示








しかし,世帯番号 (48)と (86)が,現在の階層評価が下であるにもかかわ らず, 父の遺産
である宅地 ･家屋をかなり所有し, 世帯番号 (28)が自己の住む宅地 ･家屋の外に, 4軒分の
宅地 ･家屋と1軒分の宅地を所有しているのが特に目立つ｡ これは世帯番号 (48)の父,福建
13)
省岡安県出身が最も早 く当地に来た中国人とされてお り, 世帯番号 (86)の父が来村順第4位
であり,また世帯番号 (26)が来村順第 8位で,現在在世する中国人の中では, 最も早期に来
村した中国人であることを考慮に入れると (表5参照), 以前は, 土地の取得も容易であり,
永住の決意をもったものは,不動産の取得にも配意していたのではないかと考えられる｡
13) 表5においては,来村順第4位の世帯番号は (71)になっているが, (71)は (86)の兄｡
- 89-
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しか し,現在では,裕福なものの中には,財産はなるべ く金, または紙幣で所持 し,機会が
あれば, アロールスタ-のような生活環境のよい市街地に移住 しようとい う考えが強い｡ 例え
ば, アロールジャソグスの 中国人の中で, 最 も裕福な クラスで あると言われている世帯番号
(18)と (60)は,実兄弟であ り, 数年前 までは その長兄 も含めて, 3兄弟が アロールジャン
グスに居住 していたが, 長兄は商業の関係で数年前にアロールスタ-に転居 し, 2男である世
15)






に,昼食はアロールジャングスに帰 り,午後は, また,アイ-ルヒタムへ と車を走 らせるのが
彼の日課になり,アp-ルジャンブスを起点 として,彼の活動は南北に巾広い､)
また,世祷番号 (26)の2男も, 数年前に, アロール スターにおいて,貸店舗をみつけた
が.最終的には価格の点で移転は実夢鉦こ至 らなかったとい う｡ 彼の家は.銀行にさえ信をおか
ず,家の中に現金を貯わえ,平素でも日没早々には戸 じまりを し, 警備用も兼ねて,常に2丁
の猟銃を常置 している程である､
1(い




アロールジャングスでは,中国人でも, もはや敬業を得ることが容易ではな くなった｡ 中国
17)
人の子沢山に加えて,近時,政府の行な う一連のマレ-化政策の推進によって, 先にも述べた
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ように新規企業の許可,公務員の採用等において, 中国人は,マレー人に比して,かなり不利
な立場におかれたため,中国人の職業,就職難は現在でも,相当厳しいものがある｡ アロール
ジャングスの青年の中,1965年12月に 2名が中国系の高等中学を卒業 したが, 卒業を控えた 8
月末ごろにおいても, 2名とも就職の見当が全 くついていない状況であった｡
表12は,無職の性別 ･年令別 (女性の家事従事者を含む)人員を示している｡ この表の示す
ところによれば,まともな職のない者は,24才までの独身の女性 と, 55才以上の男女に多いこ
とが判る｡ だいたい,女性は55才,男性の場合は,65才 ぐらいから隠揖しているように見受け






表 13 A.J.中国人の A.∫.以外の地での就業状況
LH.-:;Jrrり p-卜との['L:J:'1.ト 十 '∫･ ･.l ･;I l-'( :･_l 】r:li. j･盲■～






































































動 車 修 理 工
舗 (下 請)
米 所 横 械 工
官
中
〃 l コ ー ヒ ー 店 店 員
Jク アイス ク リーム行商
〃 精米所 トラ ック運転手
A ye rHitam コ - ヒ - 店 店 員






学 校 書 記
書 店 店 員
建 築 商 株 主
註 :未だアロールジャングスに生活の根拠地を置くもののみ
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雑 貨 店 店 員
マラヤ北西部における中国人集落の構造 (_L)
-ルジャンブスか らよそ-の通勤者については,表 9に示 した｡ 学校を卒業すると若者は外部
に職を求めて出稼ぎに行かなければならない｡表 9のアロ-ルジャンブスか らの通勤者の中に




アロールジャンブスか ら僅々5マイルの距離にあ り, バスに乗れば30分程で通勤可能なアロ
~ールスターに,ほとん どの若者が住み込みを していることは, 現地の雇用慣習,および,初級
中学卒業者で, 1カ月約 M$70程度の収入では,アロールジャングス-→アロールスター間,
1往復90セソトの通勤費が割高にすぎるのでは ないか とい うことも考えられるが, このこと
は,同時に,アロールジャングスでは, 家族員収容能力が飽和点に達 していること,および,
若者が都会地に憧れ,他出したがる傾向を示 しているように思える｡
アロ-ルスターの中国人商店などは, 顧客のマレ-人が金曜 日にイスラム寺院に参拝 し休業
する風習に従って,毎週金曜 日を休暇 日と定めているものが多 く, アロ-ルスターで就業 して
いるものは,休暇目には7ロールジャングスに帰って くることが少な くない｡ しかし, この場
合でも,家庭をもっているものは,木曜 日の勤務が終ると早々に帰宅 して, 土曜 日の朝出勃 し





したようであったこの小集落は, 1955年に村人によって造 られた巾約 5メー トルのアロールス
ターに通 じる旧道路,更に1965年9月に,政府によって, 7ロールスタ-からアロールジャン
グスを通過 して北接する Perlis州の苗府 Kangarに通 じ,北上 してタイ国に連なる高速道路








現代中国語- 北方系標準語- を専攻する筆者が,とにも角にも, この地域調査報告をまとめ得るに
至ったのは,全く上述の尉助によるものである｡
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